
大
動
脈
弁
蒙
窄
症
に
断
満
濠

国
際
医
福
大
脇
圏
病
院
で
初
成
功

国
際
医
療
福
祉
大
学
成
田
病

院
(
成
田
市
)
は
、
重
症
の
大

き
よ
う
さ
く

動
脈
弁
狭
窄
症
の
患
者
に
対

2
し
、
「
経
力
テ
ー
テ
ル
的
大
動

葉
脈
弁
置
換
術
(
T
A
V
I
)
」

に
よ
る
治
療
を
初
め
て
成
功
し

版
た
と
発
表
し
た
。

脇

17
日
に
、
80
歳
を
超
え
る
高

齢
患
者
に
行
っ
た
。
大
動
脈
弁

狭
窄
症
は
、
心
臓
の
大
動
脈
弁

の
動
き
が
悪
く
な
り
、
全
身
に

血
液
を
送
り
に
く
く
な
る
病
気

で
、
重
症
化
す
る
と
突
然
死
の

恐
れ
も
あ
る
。

T
A
V
I
は
、
太
も
も
の
血

管
か
ら
心
臓
に
カ
テ
ー
テ
ル
を

入
れ
、
生
体
組
織
で
作
ら
れ
た

人
工
弁
を
入
れ
る
治
療
法
で
、

開
胸
手
術
に
比
べ
て
患
者
の
体

へ
の
負
担
が
軽
い
の
が
特
徴
と

い
う
。
同
病
院
で
は
循
環
器
内

科
、
心
臓
外
科
、
血
管
外
科
、

麻
酔
◎
集
中
治
療
科
な
ど
の
医

師
や
看
護
師
ら
で
チ
}
ム
を
つ

く
り
、
患
者
の
年
齢
や
病
歴
、

血
管
の
状
態
な
ど
を
加
味
し
た

う
え
で
、
T
A
V
I
を
行
う
施

設
基
準
を
満
た
し
た
「
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
手
術
室」
で
実
施
し
た
。

循
環
器
内
科
の
中
山
崇
准
教

授
は
「
大
動
脈
弁
狭
窄
症
は
自

然
に
治
る
こ
と
の
な
い
病
気
。

こ
の
地
域
の
患
者
が
T
A
V
I

が
受
け
や
す
く
な
る
メ
リ
ッ
ト

は
大
き
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て

い
る
。

ム島『
イ
ン
フ
ルリ
予
防…
で

鱈
県
州工
来
月“消
聖母△叩△
胃

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
、

県
は1
0
月
1
日
か
ら
、
家
畜
伝

染
病
予
防
法
に
基
づ
く
消
毒
命

令
を
発
令
す
る
と
発
表
し
た
。

県
畜
産
課
に
よ
る
と
、
こ
れ

ま
で
は
国
内
で
発
生
が
確
認
さ

れ
て
か
ら
発
令
し
て
き
た
が
、

昨
シ
ー
ズ
ン
(
昨
年
m
月
~
今

年
5
月
頃
)
、
県
史
上
で
最
も

早
い1
0
月2
3
日
に
香
取
市
で
発

生
し
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、

発
生
す
る
前
に
予
防
的
に
発
令

す
る
こ
と
を
決
め
た
。

対
象
は
、
県
内
で
1
0
0
羽

以
上
の
鶏
な
ど
を
飼
養
し
て
い

る
約
2
0
0
農
場
。
県
は
希
望

す
る
農
場
に
消
毒
薬
を
無
償
で

配
布
す
る
。
発
令
期
間
は
来
年

3
月
末
ま
で
。

書
文〕
牽Q
関

本(
市
原
)

雫
電
器TO
風
紅
大(
成
田
)

◎。や
あ
や⑩
山

内(
我
孫
子
)

軍
曹一巡
も
千
代
剣(
佐
倉
)

一
葛
璽一
議
も
錦

丸(
市
川
)

序
ノ
ロ軍ややややや
佐
田
の
城(
市
原
)

善
書
書や
森

麗(
千
葉
)

麗
や
あ
Qや
兎・
富
士
(
柏
)

　　　　　　　　　　　　　
　

=
休
日
救
急
診
療
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5
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)
▽
産
=
テ
レ
ホ
ン
案
内
(
2
4

4
0
0
2
0
2
)
◇
夜
間
▽
内
、
小
=

夜
間
応
急
診
療
(
2
7
9
0
3
1
3
1
)

▽
外
、
整
=
テ
レ
ホ
ン
案
内
(
2
4
4

0
8
0
8
0
)
【
市
原
一
同
(2
2
o
o

l
o
l
)
【
四
街
道
一
休
日
夜
間
急
病

診
療
所
(
事
前
に
電
話
、
午
後
ヮ
~
m

時
、
4
2
3
0
0
3
4
2
)
【
木
更
津
一

内
、
小
=
松
清
(
舞
り
2
0
6
5
)
▽

外
=
石
井
(2
2
0
2
2
4
0
)
▽
消
防

署
(
午
後
5
時
以
降
、2
2
る
0
1
1
9
)

【
袖
ケ
浦
一
外
、
胃
=
袖
ヶ
浦
医
院
(6
2

0
2
4
0
1
)
▽
耳
=
さ
く
ま
(
午
前

9
時
~
正
午
、
60
・
2
7
8
7
)
▽
消

防
署
(
午
後
5
時
以
降
、
64
0
0
1
1

9
)【
山
武
郡
市
一
テ
レ
ホ
ン
案
内(
o

災
害
時
、
S
N
S
を
通
じ
て
外
国
人
に
向
け
て
情
報
発

信
す
る
人
材
を
増
や
す
た
め
、
県
は
恥
月1
5
日
、
神
田
外

語
大
(
千
葉
市
美
浜
区
)
で
「
災
害
時
外
国
人
支
援
学
生

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
養
成
講
座
」
を
初
開
催
す
る
。
9
月

3
0
日
ま
で
参
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。

蕎臓圃塵参加者庵募集

講
座
は
、
一
般
財
団
法
人
「
自
治

体
国
際
化
協
会
」
(
東
京
)
か
ら
講

師
を
派
遣
し
、
災
害
時
に
外
国
人
が

陥
り
や
す
い
状
況
や
、
学
生
が
協
力

で
き
る
情
報
発
信
な
ど
を
学
ん
で
も

ら
う
。
同
大
に
在
籍
す
る
留
学
生
な

ど
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
学
生
ら

も
参
加
す
る
予
定
だ
。

県
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
者
が
対

象
で
、
年
齢
制
限
は
な
い
。
「
ち

ば
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」
か
、
県
国

際
課
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
(
ドo
R
こ

の
巴
鞍

◎
日
N・
旨

鼠
わ
け
S
F
-
四.
]

け
)
か
ら
申
し
込
む
。
詳
細
は
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ1
1
Q
R

コ
ー
ド1
1
で
確
認
で

き
る
。
県
国
際
課
の
担
当
者

圃
は
「
日
本
の
災
害
を
知
る
機
会
に
し

て
ほ
し
い
。
情
報
発
信
を
通
じ
、
受

講
者
以
外
に
も
様
々
な
人
を
手
助

け
し
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し
て

い
る
。

全
国
票
選
手
権
で
最
高
賞

船
橋
の
加
納
さ
ん
秋
の
ほ
ほ
え
み
「
知
る
機
会
に
」

2025 年(令和ワ年)9月21 日(日曜日)
^
Z

ふ
な

矧
ょt
船
橋
市
二
和
東
で「
梨
の
船

窮
芳
園
」
を
営
む
加
納
芳
光
さ
ん

(4
4)
が
生
産
し
た
ナ
シ
が
、
一

般
社
団
法
人「
日
本
野
菜
ソ
ム

リ
エ
協
会L(
東
京
都
)
主
催
の

「
第
4
回
全
国
梨
選
手
権
」
で

最
高
金
賞
を
受
賞
し
た
。
県
産

(第 3種郵便物認可

　
　
三
島
可

の
ナ
シ
が
同
選
手
権
で
日
本
一

に
輝
い
た
の
は
初
め
て
。

日
本
一
に
な
っ
た
の
は、「
船
、

芳
極
み
梨

秋
の
ほ
ほ
え
み」
。

評
価
員
か
ら
「
糖
酸
バ
ラ
ン
ス

も
良
く
美
味
」
「
果
肉
は
し
っ

か
り
と
し
た
味
わ
い
と
甘
み
、

果
汁
は
さ
っ
ぱ
り
し
た
甘
み
、

口
の
中
が
ぜ
い
た
く
で
満
足」
,

な
ど
と
高
い
評
価
を
得
た
。

加
納
さ
ん
は
ナ
シ
農
家
3
代

目
。
近
年
の
猛
暑
で
、
主
力
品

種
の
「
新
高
」
な
ど
の
木
が
日

焼
け
し
て
伐
採
を
迫
ら
れ
た
と

い
う
。
そ
こ
で
、
鎌
ヶ
谷
市
生

ま
れ
の
大
玉
で
甘
く
、
比
較
的

暑
さ
に
も
強
い
「
秋
の
ほ
ほ
え

み
」
な
ど
に
品
種
転
換
を
図

っ
た
。
今
回
は
初
挑
戦
だ
っ
た
が
、

い
き
な
り
日
本
一
を
獲
得
し

た
。
加
納
さ
ん
は
「
入
賞
の
期

待
は
あ
っ
た
が
、
ま
さ
か
の
1

畠
ー
ー
ー
ー
ー
1
1
1
1
1
1
i
i

最
高
金
賞
を
受
賞
し
た
加
納

…

さ
ん
(1
3
日
、
船
橋
市
で
)

-…

位
で
び
っ
く
り
し
た
。
顧
客
も

喜
ん
で
く
れ
て
い
て
、
そ
れ
が

一
番
う
れ
し
い
」
と
笑
顔
で
話

し
た
。
同
協
会
に
よ
る
と
、
選
手
権

は
2
0
2
2
年
に
始
ま
り
、
今

回
で
4
回
目
。
1
回
目
は
茨
城

県
、
2
、
3
回
目
は
埼
玉
県

の
ナ
シ
が
1
位
を
獲
得
し
て

い
る
。
今
回
は
今
月
3
日
に
大
阪
市

内
で
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
寄
せ

ら
れ
た4
7
品
を
野
菜
ソ
ム
リ
エ

4
0
人
が
情
報
を
全
て
伏
せ
た
状

態
で
審
査
し
、
最
も
お
い
し
い

ナ
シ
を
決
定
し
た
。

秋
の
ほ
ほ
え
み
に
つ
い
て
、

加
納
さ
ん
は
「
知
名
度
は
ま
だ

低
い
品
種
だ
が
、
知
っ
て
も
ら

う
機
会
に
な
れ
ば
」
と
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
る
。
同
園
で
今
季
の

秋
の
ほ
ほ
え
み
の
生
産
は
終
了

し
た
が
、
別
品
種
の
出
荷
は1
0

月
頃
ま
で
続
い
て
お
り
、
同
園

の
サ
イ
ト
(
宣
言
の
二
幣
ロ
ロ
P

0の
け
ぶ
ロ
b
o
B
)
で
確
認
で

き
る
。

　
　

　
　
　

健
康
傭
綴
塞

前
回
に
引
き
続
き
、
M
R
O
N

J
(
エ
ム
ロ
ン
ジ
ェ
イ
)
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。
今
回
は
症
状
の

変
化
や
、
治
療
方
法
に
つ
い
て
で

す

。

.

‐

初
期
段
階
は
歯
ぐ
き
が
腫
れ
た

り
、
口
の
中
に
違
和
感
を
感
じ
た

り
す
る
程
度
で
す
。
そ
の
後
、
次

第
に
口
の
中
の
痛
み
が
続
い
た

り
、
口
臭
が
強
く
な
っ
た
り
す
る

症
状
が
現
れ
ま
す
。
さ
ら
に
症
状

が
進
行
す
る
と
、
あ
さ
の
骨
が
露

出
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
放
っ

て
お
く
と
、
感
染
が
広
が
り
、
骨

が
壊
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
症

状
が
進
行
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
治
り

「MR ◎NJ 」検診で予防
に
く
く
、
治
療
に
は
長
い
期
間
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

エ
ム
ロ
ン
ジ
ェ
イ
を
予
防
す
る

に
は
、
歯
科
医
師
の
検
診
を
受
け

る
こ
と
、
抜
歯
や
歯
の
治
療
を
受

け
る
前
に
医
師
と
相
談
す
る
こ

と
、
口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
こ
と

な
ど
が
大
切
で
す
。
薬
に
よ
る

治
療
を
始
め
る
前
に
心
が
け
ま
し

よ
ー
つ
。
歯
科
受
診
す
る
場
合
の
注
意
点

が
あ
り
ま
す
。「
骨
粗
し
ょ
う
症
」

の
注
射
薬
は
6
か
月
に
1
度
、

薬
物
療
法
は
年
単
位
と
い
う
長
い

期
間
で
の
治
療
と
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
歯
科
を
受
診
す
る
際
に

は
、
い
つ
薬
物
を
投
与
さ
れ
た
か

を
歯
科
医
師
に
お
伝
え
く
だ
さ

、、
o

.

　　
　
　注
射
薬
は
お
薬
手
帳
に
記
載
さ

れ
な
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、
必
ず

口
頭
で
歯
科
医
師
に
伝
え
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

繰
り
返
し
ま
す
が
、
エ
ム
ロ
ン

ジ
ェ
イ
は
医
科
6
歯
科
の
薬
科
の

3
者
に
よ
る
医
療
連
携
が
重
要
で

す
。
特
に
「
骨
粗
し
ょ
う
症
」
や

「
が
ん
」
の
治
療
を
受
け
て
い
る

人
は
、
歯
の
ケ
ア
と
定
期
的
な
歯

科
検
診
が
と
て
も
大
切
で
す
。

気
に
な
る
症
状
が
あ
れ
ば
、
早

め
に
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
師
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

(
千
葉
県
歯
科
医
師
会
)

健康長寿の合言葉園「
8
0
2
9
運
動
」
P
R
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー

も
ぐ
じ
い

ハ
チ
の
幼
虫
主
食
羽
雀

　　　　　
のの巣ら食

メ
ス
の
ハ
チ
ク
マ

ハチクマ

ハ
チ
ク
マ
は
、
夏
に
子
育
て
を
終

え
る
と
、
ち
ょ
う
ど
今
頃
の
よ
う
な

秋
の
訪
れ
の
時
期
に
長
い
南
下
の
旅

に
出
ま
す
。

ハ
チ
の
巣
の
中
に
い
る
幼
虫
を
食

べ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
名
が
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。
く
ち
ば
し
を
ハ
チ
の
巣

に
突
っ
込
む
た
め
、
顔
に
は
ハ
チ
の

針
が
通
ら
な
い
ほ
ど
硬
い
、
鎧
の

よ
う
な
羽
毛
が
あ
り
ま
す
。

聡
三
瀬

　
　

　
　

-穆
う

〆

ふ
＼

‘ノさ
で

体
長
約
弱
′

で
、
メ
ス
は
、

く、
模
様
は
涙

虹
彩
は
黄
色
一

帯
が
オ
ス
よ
、

す
。
一
方
、
、

茶
色
で
、
頭
一

先
端
と
尾
羽
-

あ
り
、
尾
羽
{

い
た
め
、
オ
ー

　　
　

　　　

　　
　
　
　
　

災害時の嫌圏人 SNS で支援




